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令和２年１０月

大阪府河川整備課

■洪水浸水想定区域図等の概要と主な記載情報

図の名称 洪水浸水想定区域図 洪水リスク表示図

根拠法令 ・ 水防法第14条に基づく図面 ・ 府独自で作成する図面

概要・ 目的

・ 想定最大規模降雨による洪水浸水想定

区域と浸水した場合に想定される水深

を表示した図面。

・ 関係市町村や地下街等の所有者等が、

洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保及

び浸水を防止することにより、水災に

よる被害の軽減を図ることを目的とす

る。

・ 人命を守ること最優先に様々 な降雨に

より想定される河川の氾濫や浸水の可

能性を府民にわかりやすく提示するた

めの図面。

・ 地先における河川氾濫や浸水の可能性

を示し、地域住民の方々 と情報共有す

るとともに、生命を守るための避難行

動に繋げることを目的とする。

作成・ 公表 ・ 平成29年度～令和３年度 ・ 同左

対象河川 ・ １５４河川（ 府管理全河川） ・ 同左

解析条件

・ 河川（ 外水） の氾濫 ・ 河川（ 外水） の氾濫

※寝屋川流域の８河川は、下水道等
（ 内水） の氾濫を含む

記
載
情
報

最大

浸水深

・ 浸水した場合に想定される最大の水深

【 年超過確率1/100（ 計画規模） と

1/1 ,000以上（ 想定最大規模） の2ケ

ース】

・ 浸水した場合に想定される最大の水深

【 年超過確率1/10、 1/30、 1/100

（ 計画規模）、1/1 ,000以上（ 想定最

大規模） の４ケース】

地先の

危険度
―

・ 最大浸水深と氾濫水の流体力で評価

した指標

【 年超過確率1/10、 1/30、 1/100

（ 計画規模）、1/1 ,000以上（ 想定最

大規模） の４ケース】

浸水

継続時間

・ 洪水時に避難が困難となる一定の

浸水深を上回る時間の目安

【 年超過確率1/1 ,000以上（ 想定最大

規模） の１ケース】

―

氾
濫
想
定
区
域

家
屋
倒
壊
等

氾濫

流

・ 洪水時の氾濫水の流体力により、家屋

が流失・ 倒壊するおそれがある範囲

【 年超過確率1/1 ,000以上（ 想定最大

規模） の１ケース】

―

河岸

侵食

・ 洪水の流れにより河岸（ 地盤） が侵食

されるおそれがある範囲

【 一洪水中に発生し得る最大の河岸

侵食幅】

―

公表場所

・ 府のホームページに掲載し、印刷した

冊子は、土木事務所及び関係市町村で

閲覧可能

・ 同左

※ の情報は、今回新たに追加された情報です。「 早期の立退き避難が必要な区

域」 の設定など洪水ハザードマップに活用する場合は、別図での表示や、洪水リスク表

示図に重ね合わせるなどの方法をご検討ください。
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５　気候変動を考慮した我が国の三大湾の高潮最大潮位偏差についての
　　研究レビュー（令和２年、森ら）
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A REVIEW OF MAXIMUM STORM SURGE HEIGHTS IN JAPANESE THREE 
MAJOR BAYS CONSIDERING CLIMATE CHANGE 

Nobuhito MORI, Nobuki FUKUI and Tomoya SHIMURA 

This is a review paper on the community ensemble estimation of the maximum storm surge heights in 
the three major bays of Tokyo Bay, Osaka Bay and Ise Bay in Japan. The published papers from the  Journal 
of Japan Society of Civil Engineers since 1990 are reviewed and the maximum storm surge heights are 
summarized for the present climate and the future climate condition considering climate change. The en-
semble average of the published research results on the maximum storm surge heights in the three major 
bays are equivalent or lower than current designed level for coastal protection but they will exceed in the 
future climate condition at the end of the century.  
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タイトルへ移動

メニュー

はじめての方へサイトマップホーム > 環境・リサイクル > 地球環境 > 地球環境事業のご案内 > 対策効果シミュレーション（ヒートアイランド対策熱負
荷計算モデル）

対策効果シミュレーション（ヒートアイランド対策熱負荷計算モデル）

更新日︓2021年4月7日

環境省の平成23年度 大都市中枢街区における総合的なヒートアイランド対策による熱環境管理推進事業委託業務により、ヒートアイランド対
策が検討できるモデルを開発しました

　建物やその周りから出ている熱を簡易に計算する「ヒートアイランド対策熱負荷計算モデル」を開発しました。

　建物の情報を計算モデル(表計算ソフト)に入れると、すぐに建物から出てくる熱を計算します。

　建物のヒートアイランド 対策を考える際に役立つツールとなります。

目次

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルの開発主旨・概要

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルの利用方法

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルの説明とダウンロード

参考情報

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルの開発主旨・概要

　今回開発した、「ヒートアイランド対策熱負荷計算モデル」の開発主旨、モデルでの熱負荷の計算内容、その計算結果がどのようにヒートアイランド対策検

討で使われるかを説明します。

開発主旨

　ヒートアイランド現象の緩和のためには、個々の建物や街区において発生する熱を抑えることが重要です。

　建物（その周りの敷地を含む）でのヒートアイランド対策では、ある対策を単独でした場合、複合的にした場合に、建物敷地から出てくる熱がどうなるかを

考えて、対策を選択して行きますが、熱の計算は簡単にはできませんでした。計算が簡単にできれば、建物の設計と同時にヒートアイランド対策検討ができま

す。

大阪府ではヒートアイランド対策のために、建物の敷地から出る熱を簡易に把握する「ヒートアイランド対策熱負荷計算モデル」を開発しました。

　これから建築される建物、面的な開発計画、さらには皆様のご自宅など、ヒートアイランド対策を検討する際にこのモデルをご活用ください。

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルの概要

　このモデルは、建物の面積や高さのデータをいれると、建物から大気中に排出される熱（熱負荷）を計算します。

　そして、屋上や地表、壁面、建物内における対策として、緑化や高反射塗装、空調機性能などのヒートアイランド対策を選んで計算すると、対策後の熱負荷

を計算します。

　表計算ソフトで作成していますので、データを入力してすぐに計算結果を見ることが出来ます。
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建物から出る熱－計算結果－の利用

　建物から出る熱は、時間帯別、時間別および経路別に計算されます。

　熱が出てくる時間帯や屋上や壁などを経て（経路）出てくる熱を把握して、ヒートアイランド対策検討に役立てます。

　建物から出る熱（顕熱負荷量）は、敷地面積あたり（W/m2　ワット/m2、Wh/m2　ワット時/m2）で表示しています。

　モデルで対策を選ぶとすぐ熱の計算をしますので、屋上や敷地、空調などから出る熱をどう下げるか、それはどの時間帯の熱を下げることにつながるか、な

ど対策を試しながら検討できます。

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルの利用方法

　建物やその周辺から出る熱を簡易に計算する「ヒートアイランド対策熱負荷計算モデル」を簡略に紹介するために住宅での適用例を作成しています。

住宅におけるヒートアイランド対策と実施効果の紹介

　2階建住宅を例にして、どのようなヒートアイランド対策ができるのか、対策効果はどうなるのかの概略を紹介しています。
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区分 対策

建　物　　

屋　根 　
１．屋上緑化

２．高反射瓦・塗装

地　表　　　
３．地表緑化

４．保水性舗装　または　散水

壁
５．外断熱

６．白色系壁

室　内　

省エネ　

給　湯
７．高効率給湯 [電気]

８．高効率給湯 [ガス]

省エネ
℃９．省エネなど [LED照明,新型冷蔵庫,新型空調機・28運転]

１０．緑の壁　または　スダレがけ

す　べ　て

１１．建物の対策すべて

１２．室内・省エネの対策すべて

１３．建物・室内・省エネの対策すべて

2階建住宅のヒートアイランド対策と建物から出る熱の量

　対策を選ぶと次の結果が出てくるようにしています。

ヒートアイランドの対策図

対策後の建物から出る熱の変化の計算結果

例　１.屋上緑化

対策による住宅から出る熱（熱負荷量） 

- 43 -



2023/1/23 大阪府／対策効果シミュレーション（ヒートアイランド対策熱負荷計算モデル）

https://www.pref.osaka.lg.jp/chikyukankyo/jigyotoppage/model_top.html 4/5

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルの説明とダウンロード

　「ヒートアイランド対策熱負荷計算モデル」の特徴、ダウンロード方法を説明します。

モデルの特徴、建物から出てくる熱の説明

　建物や敷地の規模、内容をもとに、建物敷地の全体から発生する熱を計算するモデルです。

1敷地1建物として、建物や敷地の規模、内容を整理してデータ入力して計算します。

建物の大きさ、建物構造や空調・給湯の仕方、敷地の状況を反映できます。

ヒートアイランド対策は、屋上、壁面、地表、空調･給湯のそれぞれにおいて対策選択ができます。

建物から出る熱は、昼間、夜間、全日および24時間別に集約しています。

建物から出る熱（計算結果）の表示

　建物から出る熱は、時間帯別、時間別および屋上や壁などの熱が出てくる経路別に計算結果が表示されます。

　熱の低下を重視する時間帯での低下量、熱が出てくる屋上や壁などでの低下量などを見ながら、検討を進めることになります。 

  建物から出る熱（顕熱負荷量）は、敷地面積あたり（W/m2　ワット/m2、Wh/m2　ワット時/m2）で表示しています。
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モデルのダウンロード

　建物計算の計算モデルは表計算ソフトで作成しています。

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルのダウンロード

参考情報

　ヒートアイランド現象や対策計画

大阪府のヒートアイランド対策

　関連リンク

大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアム（HITEC）

【お問合せ】

〒559-8555
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電話番号　06-6210-9553（直通）

メールアドレス　eneseisaku-03@gbox.pref.osaka.lg.jp
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タイトルへ移動

メニュー

はじめての方へサイトマップホーム > 防災・安全・危機管理 > 防災 > 大阪府地域防災計画・大阪府防災会議 > 震度分布・液状化可能性（平成25年８月
算出）

震度分布・液状化可能性（平成25年８月算出）

更新日︓2022年2月25日

大阪府では、内閣府が平成２４年８月に公表した南海トラフ巨大地震による震度分布、液状化可能性等を踏まえ、地盤条件を本府独自に作成したものに置き

換えて検討しました。

　これらの分布図は、現時点における最新の科学的知見に基づき、南海トラフにおいて発生する可能性のある最大級の地震を想定したものですが、このような

レベル２と呼ばれる巨大地震の発生確率は極めて低く、次に発生する地震による被害を示したものではありません。

　なお、詳細図をご利用の際は、以下の点にご注意ください。

（１）推計は２５０ｍメッシュ単位で実施しており、メッシュ内の平均的な地盤情報を用いているため、個々の宅地や事業所等における震度分布、液状化可能

性とは必ずしも一致しません。

（２）この想定図は、府独自に収集したボーリングデータに基づいて作成したものであり、地盤改良などは考慮していません。

（３）地震は自然現象であり不確実性を伴うことに留意する必要があります。例えば、液状化可能性が低いとされている地域について、液状化が発生しないこ

とを保証するものではありません。

震度分布（平成25年８月算出）

全体図[PDFファイル／808KB]

詳細図

ＰＤＦファイル（以下の図番号をクリック）

図１ 図２ 図３ 図４ 図５

図６ 図７ 図８ 図９ 図10

図11 図12 図13 図14 図15

図16 図17 図18 図19 図20

図21 図22 図23 図24 図25

図26 図27 図28 図29 図30

図31 図32 図33 図34 図35

図36 図37 図38 図39 図40
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図41 図42 図43 図44 図45

図46 図47 図48 図49 図50

図51 図52 図53 図54 図55

図56 図57 図58 図59 図60

図61 図62 図63 図64 図65

図66 図67 図68 図69 図70

図71 図72 － － －

液状化可能性（平成25年８月算出）

　液状化可能性の判定にはＰＬ値を用いました。ＰＬ値とは、その地点での液状化の危険度を表す値です。

全体図[PDFファイル／134KB]

詳細図

ＰＤＦファイル（以下の図番号をクリック）

図1 図2 図3 図4 図5

図6 図7 図8 図9 図10

図11 図12 図13 図14 図15

図16 図17 図18 図19 図20

図21 図22 図23 図24 図25
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図51 図52 図53 図54 図55

図56 図57 図58 図59 図60

図61 図62 図63 図64 図65

図66 図67 図68 図69 図70

図71 図72 － － －

このページの作成所属
政策企画部　危機管理室防災企画課　計画推進グループ
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11　津波浸水想定について（平成25年、大阪府）
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更新日︓2017年11月13日

大阪府では、津波防災地域づくりに関する法律（平成23年法律第123号）第８条第１項に基づき、府域の津波浸水想定を設定しましたので、同法第８条第

４項に基づき公表します。 
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